
１　取付方法

２　調整方法

①　前後にズレが生じている場合

図３のＡ（テーブルトメネジ）を緩める事で

テーブルの前後調整が可能になります。

②　左右のズレが生じている場合

図４のＢ（左右調整ネジ×２）を両方

緩める事でテーブルの左右調整が

可能になります。

注）調整後は緩めたネジを必ず締めテーブルを固定して下さい。
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（　　　　　　　　　　　　）

正中矢状面誘導要素診断・設定器　取扱説明書

ズレている場合は下記の方法でテーブル位置の調整を行って下さい。

テーブルにインサイザルポールを置いた状態で、インサイザルポールと基準線の位置が

ＡＢＥ咬合器に正中矢状面誘導要素診断・設定器を装着し、下図１の赤丸に囲まれた基準線に

インサイザルポールを下図２のように合わせて下さい。

 　　　（2018年7月9日改定）
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